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当

初

予

算

　３月定例会は、３月２日から９日まで開かれ、令和５年度各会計予算、令和４年度補正予算、

津野町個人情報保護法施行条例の制定についてなどを含む、報告５件、町長提出の議案２０件

を可決、教育長、教育委員任命等の人事案件12件に同意して閉会した。

　一般質問には５人の議員が立ち、町の行財政全般にわたり執行部をただした。

一般会計予算歳入構成

町税
4億6143万
（6.9％）

地方交付税
30億2982万
（45.5％）

町債
13億5980万
（20.4％）

国庫支出金
6億1694万
（9.3％）

県支出金
3億8519万
（5.8％）

その他
2億4829万
（3.8％）

自主財源
10億1296万
（15.2％）

歳入
66億

5300万

令和５年度　一般会計予算 対前年度　５億2500万円

（8.6％）増

繰入金
2億7862万
（4.2％）

その他
1億7578万
（2.6％）

諸収入
6713万
（1.0％）

繰越金
3000万
（0.5％）

地方税収が不足するた
め標準的な行政運営に
支障をきたす自治体に
対して、一定の基準で
国から交付される税金。

必要な財源を確保
するため、基金
（町の預金）から
繰り入れるお金。

各種事業を実施
するための県か
らの負担金や補
助金。

各種事業を実施
するための国か
らの負担金や補
助金。

道路の開設や公共施設の建設
など、大きな事業を実施する
ときに借りる資金。

（単位　　円）

66億5300万円

66億5300万円

８億7711万円

７億3778万円

１億3933万円

４億6847万円

１億756万円

７億8490万円

１億835万円

8.6%

▲2.8%

▲1.8%

▲8.0%

15.2%

6.0%

1.3%

▲1.3%

予算額

特
別
会
計

依存財源
56億4004万
（84.8％）
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歳出
66億
5300万

総務費

18億8286万

（28.3％）

民生費
10億5560万
（15.9％）

衛生費
5億1239万
（7.7％）

労働費
1万

（0.0％）

農林水産業費
3億7185万
（5.6％）

商工費
1億2091万
（1.8％）

土木費
8億551万
（12.1％）

消防費
3億3903万
（5.1％）

教育費
7億5302万
（11.3％）

災害復旧費
6500万
（1.0％）

公債費
6億8212万
（10.3％）

議会活動に要する経費。

農林水産業を振
興するための経
費。

消防施設等の整備に
要する経費。

商工業の振興や観光
事業に要する経費。

災害復旧に要する経費。

社会福祉や児童福
祉、老人福祉など
の経費。

役場庁舎や町営住宅の維
持管理、交通安全対策、
選挙などに要する経費。

町道の改良、維持
管理や県道の改良
事業負担金に要す
る経費。

予防接種や検診
などの保健衛生
やごみ収集など
の経費。

学校教育をはじめ、社会
教育、体育行事の運営に
要する経費。

町債（借入金）の返済に
充てる経費。

一般会計予算歳出構成

議会費
5470万
（0.8％）

予備費
1000万
（0.2％）

（単位　　円）

こんなところにも使われます。

・・・・・・・・・・２５２万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４０万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２５万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・３２５万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００万円

土砂災害特別警戒区域内住宅建替等支援事業

里山環境改善事業

景観保全推進事業

改正食品衛生法施設整備事業

出産・子育て応援交付金

予
算
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こ
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に
注
目
!!

学校教育

生涯学習

「ＴＳＵＮＯ応援団」の結成 

ＩＣＴを活用した情報教育、

外国語教育、道徳教育を進める。

牧野博士の朝ドラをきっかけに津野山大学等で

本町の魅力である自然の研究に取り組む。

　Ｕターンの移住者を中心に移住定住に向けた取り組

みを推進するため、本町の魅力を発信し、認知度の向

上と本町に興味を持ってもらう取り組みを行う。

　応援してくれる人による津野町ファンネットワーク

「ＴＳＵＮＯ応援団」を結成し、関係人口を増やす取

り組みを進める。     

移住ー！

久寿教育長

を設置
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①　建築物の構造や、開発行為に制限のかかる土砂災害特別

　　警戒区域について宅地評価額の20％減額と、住宅の建て

　　替えを支援。

②　住宅の裏山で倒木の危険性のある立木の除去に支援。

③　荒廃農地や遊休農地の回復を町単独で支援。

④　漬物製造業の許可の取得に必要な設備等の改修に支援。

　　　　　　　　　　⑤　妊娠・出産に、子ども子育て応援ギフト各５万円の支援。

　　　　　　　　　　⑥　福祉タクシー券で、高知高陵交通バスと津野町コミュニ

　　　　　　　　　　　　ティバスも利用可能に。

　　　　　　　　　　　　　　※それぞれに条件があるので確認して下さい。

令和５年度からの新規事業　　　　　　

　さまざまな知識や技術を持つ元気

な高齢者の社会参加といきがいづく

りの場としてシルバー人材センター

の設置を進める。

　令和６年４月からの須崎市・中土

佐町シルバー人材センターへの広域

加入に向けて取り組む。

シルバー人材センタ
ー水道・浄化槽の料金見直し

　令和６年度から簡易水道事業特別会計及び

生活環境施設整備事業特別会計を公営企業特

別会計に移行。

　独立採算の観点から、令和５年度に料金の

見直しや耐用年数を過ぎた浄化槽の取り扱い

などの制度を見直す。

池田町長



督促手数料の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例
　令和５年４月から町税、国民健康保険出産費資金貸付金等に関する督促手数料を廃
止することについて、関係する１０条例を一括して改正するもの。

津野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例      
　令和４年８月８日付けの人事院の国会及び内閣に対する職員の給与改定に関する
勧告の趣旨に沿って、会計年度任用職員の給料月額を改定するもの。 
      
津野町個人情報保護法施行条例の制定 
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、現行の津野町個人情報保護条例を廃止
し、改正法を施行させるための条例を新たに制定するもの。

津野町個人情報保護審査会条例の制定
　個人情報の保護に関する法律に基づく、個人情報保護制度の適正かつ公正な運営を
確保するため、津野町個人情報保護審査会を置くもの。 

津野町コミュニティバス条例の一部を
改正する条例 
　津野町コミュニティバスの利用促進につなげるため、
津野町福祉タクシー・バス利用券で利用できるよう津野
町コミュニティバス条例の一部を改正するもの。

津野町奨学金貸与条例の一部を改正する条例
　津野町奨学金貸与に係る申請書等の内容の充実を図るため、津野町奨学金貸与条例
の一部を改正するもの。 

津野町分担金徴収条例の一部を改正する条例 
　文化的景観重要構成要素修復保存事業を補助制度に移行することから、津野町分担
金徴収条例の一部を改正するもの。
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令和５年　第１回　定例議会 令和５年３月２日～９日

可
決

議案

第１
号

可
決

議案

第２
号

可
決

議案

第３
号

可
決

議案

第４
号

可
決

議案

第５
号

可
決

議案

第６
号

可
決

議案

第７
号

専決処分の報告（林道東津野城川線車両損傷事故損害賠償）
　林道東津野城川線での車両損傷事故損害賠償額の決定について、令和５年１月２５
日に専決処分したもの。 

専決処分の報告（林道不入山線車両損傷事故損害賠償）
　林道不入山線での車両損傷事故損害賠償額の決定について、令和５年１月２６日に
専決処分したもの。 

専決処分の報告（令和３年度第１４ー１号町道郷内川向線道路改
良工事請負契約の変更契約の締結）
　令和３年度第１４－１号町道郷内川向線道路改良工事請負契約の変更契約の締結に
ついて、令和４年１２月９日に専決処分したもの。

専決処分の報告（令和４年度船戸分団１部消防屯所兼避難場所新
築工事請負契約の変更契約の締結）
　令和４年度船戸分団１部消防屯所兼避難場所新築工事請負契約の変更契約の締結に
ついて、令和４年１２月１４日に専決処分したもの。

専決処分の報告（令和４年度津野町簡易水道（樺ノ川２工区）施
設整備工事請負契約の変更契約の締結）
　令和４年度津野町簡易水道（樺ノ川２工区）施設整備工事請負契約の変更契約の締結
について、令和５年２月１７日に専決処分したもの。

報告

第1号

報告

第2号

報告

第3号

報告

第4号

報告

第5号

賛成討論　川上智子
　町民からの要望が実現した
ものである。小さな声に耳を
傾け寄り添った条例改正だと
いうことで、賛成討論とする。
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令和４年度津野町一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２億２１００万円を減額し、歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ７２億２９００万円とする。

令和４年度津野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ事業勘定５万３千円、直営診療施設勘定
１２７６万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ事業勘定７億６
００９万２千円、直営診療施設勘定１億５７１２万９千円とする。

令和４年度津野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２０８９万６千円を減額し、歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ３億８７８２万４千円とする。

令和４年度津野町生活環境施設整備特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ９００万円を減額し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ９２４６万８千円とする。

令和５年度津野町一般会計予算
　歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ６６億５３００万円と定める。

令和５年度津野町国民健康保険事業特別会計予算
　歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ事業勘定７億３７７７万５千円、直営診療施設
勘定１億３９３３万４千円と定める。

令和５年度津野町介護保険事業特別会計予算
　歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ７億８４８９万９千円と定める。 

令和５年度津野町簡易水道事業特別会計予算
　歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ４億６８４６万７千円と定める。

令和５年度津野町生活環境施設整備特別会計予算
　歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ１億７５５万７千円と定める。

令和５年度津野町後期高齢者医療特別会計予算
　歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ１億８３４万５千円と定める。

字の区域の変更 
上井田宅地分譲団地整備事業用地について、字の区域を変更することにより、事業計画
地内を同一の字にするもの。 

津野町道の路線の廃止
道路法の規定に基づき町道の４路線を廃止するもの。
       
津野町道の路線の認定
道路法の規定に基づき町道の２路線を認定するもの。

津野町議会の個人情報の保護に関する条例の制定
個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、津野町議会の個人情報保護条例を新たに
制定するもの。       

可
決

議案

第８
号

可
決

議案

第９
号

可
決

議案

第10号

可
決

議案

第11号

可
決

議案

第12号

可
決

議案

第13号

可
決

議案

第14号

可
決

議案

第15号

可
決

議案

第16号

可
決

議案

第17号

可
決

議案

第20号

可
決

発委

第１
号

可
決

議案

第19号

可
決

議案

第18号
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委
員
の
選
任

久寿　久美子 氏（再任）
津野町芳生野甲

昭和31年生

山﨑　住子 氏（再任）
津野町新土居
昭和32年生

西森　裕保 氏（再任）
中土佐町久礼
昭和27年生

黒川　満洋 氏（再任）
津野町北川
昭和32年生

大﨑　誠 氏（再任）
津野町杉ノ川甲 

昭和38年生

固定資産評価審査委員会委員の選任
任期：令和５年３月２３日から令和８年３月２２日まで

農業委員会委員の任命
任期：令和５年６月１日から令和８年５月３１日まで

石川　幸久 氏（再任）
津野町杉ノ川乙

昭和23年生

川西　利文 氏（新任）
津野町芳生野甲 

昭和48年生

宇都宮　京子 氏（再任）
津野町北川
昭和33年生

川村　実男 氏（再任）
津野町三間川
昭和55年生

前野　富士男 氏（新任）
津野町杉ノ川甲

昭和41年生

高橋　好文 氏（新任） 
津野町久保川
昭和32年生

戸田　和宏 氏（再任）
津野町桑ヶ市
昭和44年生

教育長の任命

任期：令和５年４月１日から令和８年３月31日まで

教育委員会委員の任命

任期：令和５年３月23日から令和９年３月22日まで

ひろやす

ゆきひさ

かずひろ

く み こ すみこ

よしふみ ふ　じ　お

としふみ きょうこじつお

まこと みつひろ
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委
員
会
報
告

　
町
内
13
カ
所
の
現
状
お
よ
び

進
捗
状
況
等
を
担
当
課
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
確
認
。

　
各
現
場
に
つ
い
て
は
担
当
課

職
員
の
指
導
、
努
力
に
よ
り
順

調
に
進
捗
し
て
い
る
。ま
た
、
繰

越
事
業
や
翌
債
の
活
用
に
よ
り

年
間
を
通
じ
て
ま
ん
べ
ん
な
く

事
業
が
確
保
で
き
て
い
る
。

　
今
般
、
須
崎
土
木
事
務
所
や

須
崎
林
業
事
務
所
発
注
の
現
場

も
調
査
し
た
が
、
今
後
に
お
い

て
も
国
や
県
と
の
連
携
を
密
に

し
、
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
津
野
町
全
体
で
の

事
業
量
の
確
保
が
継
続
さ
れ
る

よ
う
注
視
し
た
い
。

町
内
工
事
現
場
を
調
査︵
２
月
７
日
︶

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

県職員により説明を受ける

全国町村議会議長会表彰

自治功労者表彰

　令和５年２月８日全国町村議会議長会より、議会議員として15年以上在職した
功績が認められ表彰されました。

大﨑  公孝　議員
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一

般

質

問

問問 本町の茶業をどう守るか

答答 茶業振興計画を策定中

問問 文化的景観の茶畑が荒廃

答答 茶畑の再生に取り組む

田中　一孝

田
中
　

　

本
町
の
主
な
茶
産
業
は
桂
、
入

道
、
宮
谷
が
主
な
産
地
だ
が
高
齢

化
が
進
み
、
栽
培
農
家
戸
数
が
減

っ
た
た
め
、
収
量
が
年
々
減
少
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
茶
所
が
衰
退
し
続

け
れ
ば
、
数
年
後
に
は
本
町
の
主

産
業
は
危
機
的
な
状
況
を
迎
え

る
と
考
え
る
。

　

最
近
、Ｊ
Ａ
高
知
県
は
酒
米
の

工
場
閉
鎖
や
日
高
の
シ
ュ
ガ
ー

ト
マ
ト
事
業
か
ら
撤
退
の
報
道

が
あ
っ
た
。

　

本
町
の
主
産
業
で
あ
る
お
茶

を
絶
対
守
っ
て
い
く
と
い
う
姿

勢
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

福
井
産
業
課
長

　

行
政
・
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
等
の

関
係
者
も
非
常
に
危
惧
し
て
い

る
。

　

令
和
４
年
度
に
津
野
茶
生
産

者
組
合
、
販
売
事
業
者
、Ｊ
Ａ
高

知
県
、
町
な
ど
の
関
係
機
関
で
現

状
の
課
題
を
共
有
・
整
理
し
茶

園
再
生
に
向
け
た
津
野
町
茶
業

振
興
計
画
を
策
定
中
。

池
田
町
長

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
の
大
胆
な
改
革

に
は
疑
問
も
あ
る
が
、
自
治
体
の

多
く
が
関
わ
っ
て
お
り
町
村
会

で
協
議
し
て
要
望
を
か
け
た
。

　

農
業
振
興
で
Ｊ
Ａ
は
重
要
な

位
置
を
占
め
る
の
で
、
今
後
も
Ｊ

Ａ
の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
中

山
間
農
業
の
振
興
を
進
め
て
い

く
。

田
中

　

四
万
十
川
流
域
重
要
文
化

的
景
観
の
桂
地
区
の
茶
園
が

非
常
に
荒
廃
し
て
い
る
が
、

再
生
で
き
な
い
か
。
数
年
後

に
は
危
機
的
な
状
況
に
な
る
。

　

道
の
駅
布
施
ヶ
坂
の
デ
ッ

キ
か
ら
茶
畑
を
見
た
景
色
が

ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
有
名

に
な
っ
た
が
、
今
は
当
時
と

全
く
違
う
。
素
晴
し
い
農
業

自
然
遺
産
で
あ
る
具
体
的
な

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

福
井
産
業
課
長

　

桂
地
区
の
茶
畑
は
平
成
24
年

に
四
万
十
川
流
域
文
化
的
景
観

に
選
定
さ
れ
た
。
近
年
は
生
産

農
家
が
高
齢
化
し
て
い
る
。

　

同
地
区
は
５
年
前
ま
で
13
戸

の
生
産
農
家
が
あ
っ
た
が
、
現

在
９
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

土
佐
３
大
銘
茶
と
言
わ
れ
た

本
町
の
お
茶
と
文
化
を
将
来
に

引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
る
。
関
係

者
と
と
も
に
荒
廃
茶
園
の
再
生

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国道沿いの茶園も荒廃が進んでいる

か
つ
て
茶
畑
は
尾
根
ま
で
あ
っ
た
が



田
中

　

四
国
カ
ル
ス
ト
は
日
本
３
大

カ
ル
ス
ト
だ
。
そ
こ
で
カ
ル
ス
ト

に
関
係
す
る
市
町
に
働
き
か
け

て
﹁
全
国
カ
ル
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
﹂

を
提
唱
で
き
な
い
か
。

　

カ
ル
ス
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特

徴
が
あ
る
。
日
本
３
大
カ
ル
ス
ト

と
い
う
大
き
な
自
然
遺
産
を
活

か
し
て
関
係
市
町
の
往
来
に
よ

る
経
済
効
果
、
産
業
振
興
、
観
光

振
興
、
文
化
的
・
人
的
交
流
な
ど

そ
の
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。

　

４
月
か
ら
四
国
カ
ル
ス
ト
に

隣
接
す
る
５
市
町
で
協
議
の
場

が
で
き
る
の
で
、
公
式
非
公
式
に

本
町
か
ら
呼
び
か
け
で
き
な
い

か
。

令和５年５月１日発行津野町議会だより（11）

一

般

質

問

問問

答答

国道の事故防止対策強化を

住民からの要望を

田
中

　

姫
野
々
地
域
の
国
道
周
辺

に
は
公
共
施
設
、
金
融
機
関
や

商
店
が
多
く
道
路
横
断
等
で

人
身
・
交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。
事
故
防
止
の
た
め
に

注
意
喚
起
の
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

須
崎
市
方
面
か
ら
は
、
追
い

越
し
禁
止
区
間
が
あ
っ
て
姫

野
々
地
域
で
追
い
越
し
可
能

と
な
る
。

　

夕
方
に
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
姫

野
々
地
域
に
な
っ
て
追
い
越
し

を
す
る
車
が
多
く
非
常
に
危
険

で
あ
る
。
何
ら
か
の
対
策
が
急
が

れ
る
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

大
坂
総
務
課
長

　

姫
野
々
地
域
で
の
交
通
事
故

は
過
去
３
年
間
の
物
損
事
故
15

件
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
ス
ー
パ

ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
出
入
り
す
る

車
両
や
駐
車
場
内
の
事
故
で
、
人

身
事
故
は
過
去
10
年
間
で
３
件

で
あ
る
。

　

指
摘
の
通
り
姫
野
々
地
域
の

国
道
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
対

策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
ず
は
住
民
か
ら
要
望
を
あ

げ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

池
田
町
長

　

現
在
い
ろ
い
ろ
な
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
サ
ミ
ッ
ト

は
、
そ
の
目
的
・
テ
ー
マ
を
開
催

地
主
体
に
議
論
を
し
て
全
て
の

市
町
が
賛
同
し
、開
催
と
な
る
。

　

四
国
カ
ル
ス
ト
を
主
体
と
し

た
サ
ミ
ッ
ト
と
な
れ
ば
、
ま
ず
は

連
携
協
定
を
結
ぶ
５
市
町
で
協

議
し
、
そ
の
上
で
秋
吉
台
、
平
尾

台
の
関
係
自
治
体
と
調
整
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
開
催
に

向
け
た
考
え
方
の
合
意
が
必
要
。

す
ぐ
に
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

姫野々地域は交通事故の危険大

問問

全
国
カ
ル
ス
ト

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を

答答

考
え
方
の
合
意
が
必
要

四国カルストを全国区へ

そ
の
他
の
質
問

葉
山
荘
前
の
信
号
機
設
置

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

交
通
量
調
査
の
結
果
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
。

状
況
に
よ
り
再
協
議
の
可

能
性
も
。

問問答答
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問問 避難行動要支援者の範囲拡大は

答答 防災関連の協議で検討
西元　和代

西
元

　

妊
産
婦
や
乳
幼
児
、
重
度
の
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
な
ど
避
難

時
に
配
慮
の
必
要
な
人
は
た
く

さ
ん
い
る
。
避
難
個
別
計
画
の
本

町
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
対
象

者
の
拡
大
の
可
能
性
は
。

下
元
介
護
福
祉
課
長

　

対
象
者
は
要
介
護
３
〜
５
、
身

体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
所

有
者
、
療
育
手
帳
A
所
有
の
知
的

障
が
い
者
、
単
身
世
帯
の
精
神
障

が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
所
有
者
、
障
が
い
者
総
合
支
援

法
適
用
の
難
病
患
者
83
人
の
う

ち
、情
報
開
示
に
同
意
し
た
56
人
。

計
画
は
年
度
末
ま
で
に
完
了
予

定
。
見
直
し
は
年
一
回
で
、
令
和

２
年
度
以
降
100
％
の
策
定
率
で

あ
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生
児

童
委
員
・
自
主
防
災
組
織
・
消
防
・

警
察
な
ど
の
避
難
支
援
者
に
計

画
を
共
有
し
て
い
る
が
、
災
害
時

に
計
画
通
り
に
動
け
る
か
が
非

常
に
不
安
な
課
題
。

池
田
町
長

　

対
象
者
は
、
地
域
防
災
計
画
の

中
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
支
援

を
必
要
と
す
る
様
々
な
人
が
い

る
。
防
災
関
連
の
協
議
の
中
で
位

置
づ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
る
。

　

常
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
い
ろ
ん
な
団
体
の
協
力
を

要
す
る
。
協
議
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

西
元

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

の
運
営
者
に
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
喜

ば
れ
る
理
想
的
な
経
営
方
法
や
、

総
合
事
業
の
通
所
Ｂ
を
ワ
ン
フ

ロ
ア
で
実
施
す
る
こ
と
で
サ
ー

ビ
ス
利
用
頻
度
の
低
い
人
も
含

め
住
民
に
非
常
に
喜
ば
れ
る
こ

と
を
聞
い
た
。
今
後
の
高
齢
者
施

設
の
あ
り
方
と
併
せ
て
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
と
通
所
Ｂ

の
併
設
を
検
討
し
て
は
。

下
元
介
護
福
祉
課
長

　

葉
山
荘
・
高
原
荘
・
社
会
福

祉
協
議
会
は
経
営
が
厳
し
く
町

が
負
担
し
て
い
る
。

　

小
規
模
多
機
能
は
利
用
回
数

の
制
限
が
な
く
利
用
料
が
定
額
、

顔
な
じ
み
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
安

心
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
等
、
在
宅
生
活
上
、
非
常
に
良

い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

通
所
Ｂ
の
開
設
は
、
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
を
併
設
し

た
施
設
も
あ
る
よ
う
に
社
会
資

源
、
制
度
を
組
み
合
わ
せ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
検
討
で
き
る
。

　

両
組
合
の
統
合
後
、
一
選
択
肢

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

問問

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

　
　
　
　
　
　
開
設
を

答答

組
合
統
合
後
に
検
討
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一

般

質

問

問問

答答

液体ミルクを備蓄品に

粉ミルクからの移行を協議

問問

答答

計画から訓練までの予算を地域に

まずは自主防災組織の強化を

西
元

　

本
町
の
指
定
避
難
所
は
十
分

か
。
備
蓄
品
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
避
難
所
で
の
環
境
や
衛

生
面
か
ら
も
推
奨
さ
れ
て
い
る

液
体
ミ
ル
ク
は
厚
労
省
に
よ
る

災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の

整
備
の
項
目
に
も
あ
る
。
給
食

等
で
の
活
用
な
ど
の
運
用
計
画

も
含
め
備
蓄
品
に
加
え
て
は
。

　

家
庭
で
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
ク
に
関
し
て
は
各
地
域
で
最

も
人
が
集
ま
る
と
想
定
さ
れ
る

年
末
年
始
の
会
な
ど
で
職
員
が

情
報
提
供
を
し
て
は
。

西
元

　

よ
り
実
効
性
の
あ
る
個
別
避

難
計
画
を
行
政
が
作
り
続
け
る

の
は
本
当
に
難
し
い
。
災
害
時

の
様
々
な
想
定
も
だ
が
地
域
の

互
助
の
チ
カ
ラ
は
必
須
。
個
別

避
難
計
画
作
成
か
ら
、
そ
れ
を

使
っ
た
訓
練
ま
で
に
予
算
を
つ

け
て
各
地
域
で
進
め
る
こ
と
で
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
な

る
の
で
は
。

池
田
町
長

　

個
別
計
画
も
含
め
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
避
難
所
の
運
営
を

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
が
、

現
段
階
で
は
非
常
に
難
し
い
。

ま
ず
は
精
華
地
区
を
モ
デ
ル
に

自
主
防
災
組
織
を
強
化
し
、
地

域
ぐ
る
み
で
防
災
を
考
え
る
よ

う
に
広
め
て
い
き
た
い
。

大
坂
総
務
課
長

　

現
指
定
避
難
所
15
カ
所
の
収

容
可
能
人
数
３
１
１
２
人
に
対

し
、
県
に
よ
る
被
害
想
定
で
避
難

者
が
最
も
多
い
と
さ
れ
る
災
害

発
生
の
一
週
間
後
の
人
数
が
750

人
で
あ
り
対
応
可
能
だ
が
、
津
波

に
よ
る
須
崎
市
等
か
ら
の
広
域

避
難
も
想
定
さ
れ
る
。
引
き
続
き

広
域
避
難
の
運
用
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
指
定
避
難
所
の
見
直

し
も
検
討
す
る
。
備
蓄
計
画
は
約

700
人
を
想
定
し
ア
ル
フ
ァ
米
３

４
６
０
食
、
500　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水
６
１
６
９
本
を
は
じ
め
様
々
。

防
災
学
習
な
ど
で
運
用
し
て
い

る
。

　

液
体
ミ
ル
ク
は
粉
ミ
ル
ク
か

ら
の
移
行
を
協
議
し
た
い
。

池
田
町
長

　

各
地
域
の
皆
さ
ん
に
行
政
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
上
で

も
様
々
な
集
ま
り
に
職
員
が
入

る
こ
と
は
非
常
に
有
効
。
ま
ず
は

職
員
が
行
政
の
情
報
を
十
分
に

理
解
し
た
上
で
繋
げ
て
い
き
た

い
。

常
温
で
手
軽
に
あ
げ
ら
れ
る

　
　
　
哺
乳
瓶
型
の
液
体
ミ
ル
ク

ml
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問問

答答

かわうそ公園周辺の安全対策を

見直しが必要であれば実施

問問

答答

公共事業の取り組みは

一定の事業量を確保

中
山

　

か
わ
う
そ
公
園
周
辺
は
、
駐

車
場
・
総
合
セ
ン
タ
ー
・
葉
山

の
郷
・
消
防
出
張
所
・
に
じ
い

ろ
園
が
あ
り
、
こ
れ
に
役
場
本

庁
舎
が
加
わ
っ
て
く
る
と
、
公

園
前
の
道
路
は
交
通
量
が
増
大

し
て
公
園
に
出
入
り
す
る
子
ど

も
へ
の
危
険
度
が
高
く
な
る
。

　

本
庁
舎
の
工
事
着
手
ま
で
に

安
全
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

中
山

　

令
和
５
年
度
の
町
の
公
共
事

業
へ
の
予
算
編
成
の
思
い
と
、

繰
越
、翌
債
分
の
概
要
を
聞
く
。

　

県
工
事
に
つ
い
て
も
、
分
か

る
範
囲
で
の
見
込
み
額
を
。

池
田
町
長

　

建
設
業
界
の
安
定
的
な
経
営

や
労
働
力
の
確
保
、
育
成
の
た

め
、
一
定
の
事
業
量
の
確
保
と

年
間
の
施
工
時
期
の
平
準
化
に

努
め
て
い
る
。

　

事
業
は
、
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
と
し
て
道
路
改
良
・
橋
梁

修
繕
・
簡
易
水
道
を
継
続
。

危
惧
さ
れ
て
い
る
通
学
路
の
安

全
対
策
に
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
む
。

吉
村
建
設
課
長

　

当
初
予
算
に
10
億
円
、
前
年

の
繰
越
見
込
み
額
が
２
億
５
千

万
円
、
合
計
12
億
５
千
万
円
で

前
年
比
115
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
の
見
込
み
額
は
、
要
求
額

が
10
億
８
千
万
円
、
繰
越
額
が

９
億
３
千
万
円
、
合
計
20
億
１

千
万
円
で
前
年
比
106
％
と
な
っ

て
い
る
。

大
坂
総
務
課
長

　

安
全
対
策
と
し
て
、
体
育
館
か

ら
の
下
り
に
９
カ
所
と
公
園
へ

の
横
断
箇
所
を
示
す
２
カ
所
の

滑
り
止
め
舗
装
、
公
園
側
に
ロ
ー

プ
柵
を
設
置
し
て
い
る
。

　

庁
舎
移
転
に
伴
う
車
の
増
加

を
想
定
し
、
保
育
園
か
ら
総
合
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
南
側
に
歩
道
設

置
工
事
を
発
注
。
公
園
へ
の
出
入

り
を
２
カ
所
に
限
定
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
公
園
側
の
ロ
ー
プ

柵
も
見
直
し
が
必
要
で
あ
れ
ば

実
施
。

中山　昭英

一

般

質

問
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一

般

質

問

問問 農業用水路の補修に支援を

答答 中山間地域等直接支払制度への加入で

中
山

　
農
業
用
水
路
・
道
路
は
公
有

財
産
だ
が
、
膨
大
な
量
な
の
で
地

域
や
受
益
者
の
出
役
で
補
修
を

し
て
き
た
。
近
年
は
少
子
高
齢
化

で
修
繕
が
困
難
と
な
り
耕
作
放

棄
地
が
増
え
始
め
て
い
る
。

　
農
道
は
、
制
限
付
で
の
補
助
制

度
が
あ
る
が
、
水
路
に
つ
い
て
は

中
山
間
直
接
支
払
区
域
内
し
か

補
助
が
な
く
、
支
援
が
無
い
地
域

と
の
格
差
が
生
じ
た
。
補
助
制
度

を
拡
充
で
き
な
い
か
。

福
井
産
業
課
長

　
中
山
間
直
接
支
払
制
度
の
協

定
数
・
面
積
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
協
定
組
織
の
継
続
を

支
え
る
支
援
策
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
た
協

定
組
織
は
令
和
７
年
か
ら
の
協

定
を
継
続
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
い
る
。
区
域
外
へ
の
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。

池
田
町
長

　
４
〜
５
期
の
時
点
で
　
　
の

農
地
が
制
度
か
ら
な
く
な
り
、
荒

廃
化
が
進
ん
で
町
の
支
援
を
待

っ
て
い
る
。

　
地
域
で
一
人
し
か
営
農
し
て

い
な
い
な
ど
、
継
続
の
確
約
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
へ
の
支
援
は
考

え
て
い
な
い
。
制
度
に
加
入
し
て

い
る
地
区
は
、
次
期
制
度
に
加
入

す
る
条
件
が
あ
り
、
継
続
が
約
束

で
き
る
の
で
町
も
支
援
が
で
き

る
。

　
支
援
が
必
要
な
人
や
地
区
は

制
度
に
加
入
を
。

中
山

　
昨
年
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

南
海
地
震
対
策
と
し
て
被
災
後

の
住
民
生
活
や
避
難
所
の
運
用

に
は
、
地
区
管
理
の
水
道
施
設
を

維
持
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

あ
っ
た
。

　
地
区
水
道
施
設
の
保
全
に
対

し
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

池
田
町
長

　
水
道
施
設
に
と
っ
て
は
地
震

に
よ
る
災
害
が
一
番
被
害
が
大

き
く
、
全
て
の
給
水
が
止
ま
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
津
野
町
は
地
形
的
に
山
の
表

流
水
を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
緊
急
の
場
合
に
は
地

区
管
理
の
施
設
の
使
用
に
支
援

は
あ
る
が
、
通
常
の
管
理
は
地
区

に
お
願
い
す
る
。

問問

地
区
の
水
道
施
設
の
保
全
を

答答

緊
急
の
場
合
は
支
援

支
援
が
ほ
し
い
農
業
用
水
路

地区の水道施設

そ
の
他
の
質
問

コ
ロ
ナ
禍
を
移
住
促
進
の

チ
ャ
ン
ス
に

T
S
U
N
O
応
援
団
で
Ｕ

タ
ー
ン
の
移
住
を
進
め
る

問問答答

40
ha
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一

般

質

問

問問 不安・不満です

答答 座談会を復活させて‥‥‥

問問 当事者たちの目線に立って

答答 ご意見をいただきながら

川上　智子

川
上

　

平
成
17
年
２
月
１
日
、
葉
山
村

と
東
津
野
村
が
合
併
し
、
20
周
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

寂
れ
ゆ
く
地
域
に
不
満
と
不

安
を
感
じ
て
い
る
住
民
も
い
る
。

町
長
は
こ
の
思
い
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
、
そ
れ
を
払
拭
し
て
い

く
の
か
。

　

町
長
の
思
い
を
住
民
に
伝
え

る
努
力
が
必
要
で
は
。

池
田
町
長

　

住
民
の
そ
の
思
い
こ
そ
、
ふ
る

さ
と
へ
の
強
い
想
い
で
あ
り
地

域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
住

民
自
身
に
も
し
っ
か
り
と
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
行
政
は
サ
ポ

ー
ト
や
地
域
が
元
気
に
な
る
よ

う
仕
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

早
期
に
座
談
会
を
復
活
さ
せ

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

川
上

　

町
内
の
主
要
な
場
所
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
か
、
今

一
度
当
事
者
た
ち
の
目
線
で
点

検
し
て
は
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設

等
に
当
事
者
た
ち
の
声
を
反
映

さ
せ
て
い
る
の
か
。

大
坂
総
務
課
長

　

新
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
基
本

設
計
段
階
か
ら
、
職
員
で
構
成
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
に
障
が
い
者
の
方
も
加

え
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
大
規
模
改
修

に
お
い
て
も
、
意
見
を
伺
い
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

西庁舎に新設されたあったかパーキング
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一

般

質

問

問問

西
庁
舎
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
は

答答

吟
味
し
、
進
め
る

問問 見えてきた課題は

答答 人手不足

川
上

　

西
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
介
護
予
防
や
健
康
増
進

の
た
め
に
利
用
し
て
は
等
、
様
々

な
声
が
あ
る
。
今
後
の
活
用
方

法
を
問
う
。

下
元
介
護
福
祉
課
長

　

会
議
室
等
は
現
在
も
使
用
し

て
い
る
。
３
階
の
議
場
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
が
必
要
。

　

新
庁
舎
完
成
後
、
組
織
体
制

が
整
い
次
第
、
改
め
て
西
庁
舎

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

池
田
町
長

　

こ
れ
か
ら
先
ど
う
い
っ
た
も

の
が
望
ま
れ
る
の
か
、
既
存
の

施
設
も
加
味
し
た
上
で
今
後
の

施
設
の
活
用
を
吟
味
し
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川
上

　

産
業
課
は
産
業
課
と
観
光
推

進
課
に
、
企
画
調
整
課
は
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
へ
と
組
織
改
編

後
ま
も
な
く
一
年
。
成
果
と
見

え
て
き
た
課
題
は
。

　

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
視
点

に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

池
田
町
長

　

近
年
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
価

値
観
が
多
様
化
し
、
時
代
に
合

っ
た
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く

上
で
即
、
課
題
解
決
の
効
果
が

見
え
る
組
織
体
制
が
必
要
と
考

え
た
。
そ
の
た
め
の
改
編
を
行
い
、

あ
る
一
定
の
成
果
が
見
え
始
め

て
い
る
と
感
じ
る
。

　

課
題
は
人
手
不
足
、
次
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
て
い
な

い
。
強
化
す
べ
き
は
、
人
づ
く
り
、

担
い
手
づ
く
り
だ
と
思
う
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
効
果
の
あ
る

施
策
を
打
ち
出
せ
る
。

　

今
後
は
、
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
町
民
の
声

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
理

想
と
考
え
る
。

今は使われていない議場
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一

般

質

問

問問 通学路の点検と対処状況は

答答 27カ所のうち未対処が５カ所
竹村　博仁

竹
村

　

児
童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全

確
保
は
重
要
で
あ
る
。
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
安
全
点

検
の
結
果
で
、
問
題
と
な
っ
た
場

所
は
早
急
に
改
善
す
べ
き
だ
が

状
況
は
。

　

通
学
路
の
点
検
は
、
当
事
者
で

あ
る
児
童
生
徒
の
目
線
、
季
節
ご

と
の
リ
ス
ク
等
を
考
慮
し
て
実

施
し
て
い
る
か
。

久
寿
教
育
長

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き

実
施
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
も

10
月
に
点
検
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
結
果
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
27
カ
所
の
対
策
場

所
が
あ
り
、
対
策
中
・
対
策
予
定

を
含
め
22
カ
所
が
対
策
済
み
で

あ
る
。

　

未
対
処
の
１
件
は
橋
梁
の
拡

幅
を
伴
う
た
め
検
討
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
他
の
４
件
は
高
知
県

や
警
察
署
の
関
係
機
関
へ
対
応

を
依
頼
し
て
い
る
。

　

安
全
点
検
は
年
に
１
回
行
っ

て
い
る
が
、
他
に
も
学
校
か
ら
家

庭
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
地
域
住

民
か
ら
の
声
を
い
た
だ
い
て
対

応
し
て
い
る
。
冬
季
の
凍
結
に
つ

い
て
も
通
学
バ
ス
の
運
転
手
に

見
て
も
ら
う
な
ど
、
通
学
路
の
安

全
を
図
っ
て
い
る
。

竹
村

　

昨
年
末
の
大
雪
の
被
害
と
対

応
状
況
を
問
う
。

　

東
地
区
で
は
、
大
雪
に
慣
れ
て

い
な
い
た
め
融
雪
剤
を
使
え
な

か
っ
た
地
域
も
あ
り
、
今
後
に
む

け
適
切
な
対
応
を
。

大
坂
総
務
課
長

　

人
的
、
家
屋
へ
の
被
害
報
告
は

な
か
っ
た
。

　

被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
国
の

被
災
者
支
援
や
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
等
に
よ
り
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。

福
井
産
業
課
長

　

ハ
ウ
ス
の
被
害
が
５
件
、
お
茶

の
枝
折
れ
な
ど
が
あ
っ
た
。
ミ
ョ

ウ
ガ
等
施
設
園
芸
農
家
に
は
Ｊ

Ａ
か
ら
注
意
喚
起
が
あ
り
目
立

っ
た
被
害
は
な
か
っ
た
。

　

被
害
農
家
が
加
入
す
る
農
済

で
ハ
ウ
ス
２
件
が
補
償
対
応
さ

れ
た
が
、
他
は
適
用
外
と
な
っ
て

い
る
。

吉
村
建
設
課
長

　

町
道
へ
の
倒
木
３
件
が
あ
り

対
応
し
た
。
簡
易
水
道
等
の
生
活

イ
ン
フ
ラ
施
設
へ
の
被
害
は
な

か
っ
た
。

　

凍
結
防
止
剤
は
東
西
各
地
区

１
カ
所
の
保
管
場
所
で
受
け
取

り
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今

後
は
年
末
の
地
区
長
会
な
ど
で

周
知
し
た
い
。

問問

大
雪
の
影
響
と
対
策
は

答答

一
部
農
業
施
設
な
ど
に
被
害

が
た
つ
き
が
直
さ
れ
た
側
溝
の
蓋

雪
に
よ
る
倒
木
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※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と

　
心
が
け
て
い
ま
す
。
読
後

　
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お

　
寄
せ
下
さ
い
。

　
〒
７
８
５
ー
０
２
０
１

　
津
野
町
永
野
四
七
一
ー
一
　

津
野
町
役
場
議
会
事
務
局

津
野
町
議
会
だ
よ
り

発
行
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長
　
西
元

和
代

副
委
員
長
　
竹
村

博
仁

委
　
　
員
　
中
山
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　前回の答えは「アメジスト」でした。

厳正な抽選の結果、下記の５人が当選

されました。おめでとうございます。

大　野　 坂本 幸子 様

船　戸　 松岡 恵子 様

永　野　 大﨑 加代 様

永　野　 大﨑　 芳 様

船　戸　 松岡 節子 様

今回のクイズは

19面にあるよ。

挑戦してね！
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　津野町では平成30年

から始まった養成講座

を経て19人の子ども司

書が誕生しています。

　学校の図書委員に
なりたいです。
　それから…本を書
いてみたいと少し思
ったりします。
　　　　　しずな

　私たち、図書館

まつりのスタッフや

ビブリオバトルなど

で活動してます！

　図書館のポップも

書いたよ。

　好きなジャンルは

ファンタジー。

　本は自分が考えて

なかったことを知れる　

のがいいです。　　　

　　　　　　　のあ


